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「思い出のおやつ」         副校長 宮本 猛司 

 自分が子どもの頃、おやつの時間という考えは全くない中で育ってきました。それでも、夜ご飯までのお腹がすいた時に

出してくれる食べ物が、うれしくて仕方がなかったこと、そして、次の日には何を食べることができるのだろうと楽しみに

していたことを覚えています。 

『あなたにとっての思い出のおやつは何ですか？』 

小川 糸さんの小説である『ライオンのおやつ』の中に、こんな言葉があります。 

物語の舞台は瀬戸内の小さな島にあるホスピス「ライオンの家」という名の『ホスピス』 

『ホスピス』とは、余命を告げられた患者が緩和ケアを受けながら余生を過ごす施設のことです。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

33歳の主人公の雫(しずく)は医者から余命を宣告される。自暴自棄になった雫を暖かく迎え入れてくれたのがその

ライオンの家であった。施設に集う入居者たちもまた雫と同様に余命を宣告されている。入居者たちの楽しみの一つ

が毎週日曜日に出される３時のおやつである。入居者一人ひとりの思い出のおやつがその思い出話とともに食卓を飾

る。何気ない日常だと思っていた日々が自分にとって最も幸福な時だったと病に侵されてはじめて実感する。 

病に侵されたからこそ出会える人たちがいる。余命を告げられたからこそ「生きる」ことのありがたさを知る。 

命のタイムリミットを知った時、愚痴や不平不満を言えた日々も実は恵まれた大切な時間であったと入居者たちは振

り返っていく。思いっきり不幸を吸い込んで吐く息を感謝に変えればあなたの人生は輝くことだろう。 

主人公の雫も、そして他の入居者たちもライオンの家での残り少ない日々を通して本当の幸せとは何かについてゆ

っくりと考えるようになる。幸せとは誰かと比べるものではなく、どれだけ周りの人たちを笑顔にできるかだという

ことを。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

栗島中学校では、毎日おいしい給食を食べることができます。何気ない毎日の給食の時間に仲間と交わした会話、

食べているときの教室の雰囲気などが、記憶として残っているのではないでしょうか。 

３年生が中学校で給食を食べる回数はあと７０数回です。給食を通して、普段過ごしている何気ない日常が恵まれ

ていること、愚痴や不平不満をまっすぐに言えることなどが、自分にとって幸せな時間であったことを感じる時がく

るかもしれません。今ある日常を大切に、そして、今あることが当たり前ではないと思うことで、見方が変わった

り、さらによい考えに結びついたりすることがあるかもしれません。 

『あなたがもう一度味わってみたいと思う給食は何ですか？』 

『あなたがもう一度味わってみたいと思うおやつは何ですか？』 

 

◯ ● ５組都陸上大会 ● ◯ 
 １０月５日（木）に、５組の生徒が東京都陸上大会に参加してきました。前の週に区の陸上大会もあり、日程が非常にタ
イトではありましたが、疲れもみせることなくしっかりと取り組んできました。 
 大会では、練習の成果を発揮できた人、緊張したりして練習通り取り組めず、あと１歩で悔しい思いをした人もいまし
た。それでも、懸命に走っている姿、仲間を応援している姿がとてもすばらしかったです。 
忙しい中、応援に来てくださった保護者の皆様、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ ☆ 前期終業式・後期始業式 ☆ ★ 

 １０月６日（金）に前期終業式、１０日（火）に後期始業式を行いました。 

コロナ禍が明けて迎えた令和５年度前期のスタートは、コロナ禍前の状態とコロナ禍が明けて配慮するべきことを、うま
く融合させて行事をこなしてきました。また、栗島中学校では、教職員の大幅な入れ替えがあり、「栗島中リボーン」を掲げ、
日々の教育活動を進めてきました。 

 前期から後期になることで、生徒会や部活動などの中心が３年生から２年生へとうつります。また、３年生は自らの進路
選択に向けて、１年生は中堅学年として中学校で初めて後輩を迎える準備を進めていきます。令和６年度を見据えながら、
令和５年度の後半も、日々の生活、行事を進めていきます。引き続きご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ ● 避難所運営訓練 ● ◯ 
 １０月８日（日）に、地域の避難所運営訓練が行われました。 栗島中学校からは、ボランティア部の生徒２名もお手伝
いとして参加しました。避難を要する事態になったときには、中学生の力も必要になるとの話があり、改めて地域防災のあ
り方を考えたり、万が一の事態での動きなどを学んだりしました。 
 当日は、起震車での地震体験、火事が起こった場合の煙体験、救命救急の仕方、消化器の使い方、非常食体験、災害用電
話の使い方と災害伝言ダイヤルについて学ぶ機会をもちました。避難所運営本部、消防署の方々が地域の方々と一緒になっ
て、実際の場面を想定して訓練にのぞみました。栗島中学校のボランティアで参加してくれた生徒も一緒になって、真剣に
訓練に取り組んでいました。 
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◯ ● 栗島小学校 部活動体験 ● ◯ 
 １０月１０日（火）から１３日（金）まで、栗島小学校の児童を招いての部活動体験を行いました。 
栗島小学校に案内をして、児童が希望する部活動を選んで、放課後各部活動を体験しました。 
 部活動に参加している児童が、活動をとても楽しんでいる姿が多く見られ、とてもよい機会になったこともありますが、
迎える中学生が、優しく教えてあげたり、一緒になって活動している姿が多く見られました。今回の体験を通して栗島中学
校のことを知ることで、来年度多くの児童が入学してくれることを心待ちにしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◯ ● 教職員 校内研修 ● ◯ 
 １０月１２日（木）に、教職員の校内研修会を行いました。 
 道徳の授業におけるＩＣＴの活用について、道徳担当が中心となり、有意義な研修会となりました。進路学習部主任から
今年度の道徳授業の方針についての説明を行い、道徳の授業を進める方針を確認しました。また、道徳担当が教材を自作し、
実際に授業を進め、ソフトを使用していきました。実際に使ってみることで、生徒が使う上で気をつけること、活用すること
の良さを知ることができました。 
 今回の研修を活かして、１１月１５日（水）に行われる栗島小中連携研修で、全校で道徳の授業研修を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◯ ● 英語コンテスト ● ◯ 
 １０月１３日（金）に、英語のスペリングコンテストを行いました。 
 単語のリストを事前に渡されてから、自分で何度も暗記している姿や友達と協力してクイズ形式にして出題し合いながら
暗記している生徒の姿がありました。プレテストで自分のできていない部分を確認してさらに設定した目標に近づくことの
できるように努力している姿もみられました。 
 本番も１つ１つ最後まで確認しながら、コンテストにのぞんでいる姿がありました。自ら設定した目標に近づくことがで
きたかどうかを反省して、しっかりと次につなげてくれるとよいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◯ ● 後期専門委員会、認証式 ● ◯ 
 後期が始まり、生徒会本部役員、専門委員の新メンバーが動き始めました。 
後期専門委員会を行い、委員長、副委員長、書記を決め、活動方針や計画をたてました。また、生徒会役員、専門委員の認証
式を行い、それぞれに認証状を手渡しました。 
 これまでの栗島中学校のよい部分を引き継ぎながら、さらに学校をよくしていくために考えながら、それぞれの役割を全
うしてくれることと思っています。後期もよろしくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◯ ● 第２回進路説明会、新入生保護者説明会 ● ◯ 
 １０月１４日（土）に、進路説明会、新入生保護者説明会を行いました。 
 進路説明会では、都立・私立推薦入試、一般入試に向けて具体的な進め方・出願の仕方や推薦入試を進める上での注意点な
どを具体的に話しました。３年生はこの後、１１月、１２月に進路に向けた面談が入ってきます。自分自身の進路をしっかり
と決めていくためにも情報をしっかりと得て、自らの目で見て、自分でしっかりと考えた上で、保護者の方々と話をして決
めていくようにしてください。また、受験には期日がありますので、書類等の準備もしっかりと進めるようにお願いします。 
 新入生保護者説明会では、第２回目ということもあり第１回目よりも参加人数は少なかったですが、来年度に向けて準備
している第３の標準服の話をさせていただきました。参加していただいた保護者の皆様、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◯ ● 連合英語学芸会 ● ◯ 
 １０月２６日（木）に、ギャラクシティで連合英語学芸会が行われました。 
栗島中学校からは、３年生２名がスピーチの部で出場しました。 
 １人は、「No Entertainment, No Life」というタイトルで、よい映画を見続けるためには何を
どうしていったらよいのか、現状の課題は何があるのかについて話をしました。そして、もう一
人は、「How do you enjoy English?」というタイトルで、英語が話せるように楽しく学ぶ方法に
ついて、自分の考えを話しました。 
 ２人とも原稿を書いて、練習を重ねる中で何度も何度も重ねる中で言葉や言い回しを変えた
り、ジェスチャーをつけたり、自分の一番うったえたい部分を強くして強弱をつけたり、間をと
ったりしました。また当日は、会場全体をみながら、しっかりとはなしかけながら、とても良い
顔をしてスピーチをやりとげました。 
 そして、結果は、花井さんが２位、梨本さんが３位という素晴らしい結果をおさめました。ス
ピーチは学習発表会でもご覧になれますので、ぜひ２人のすばらしいスピーチを聞きにいらし
てください。 
 
●◯１２月の主な予定◯● 

１日（金）５組、アート展         
５日（火）～８日（金）、１１日（月）１２日（火）三者面談 

１３日（水）栗島小中連携研修       
１５日（金）キャリア講演会 元ラグビー日本代表 石川 安彦様 
１７日（日）スピーキングテスト（ESAT-J）予備日 
１８日（月）５組英語スペリングコンテスト   ２０日（水）５組校外学習 
２６日（火）冬期休業日始 
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